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6 X 108 cm/ sccとほぼ一致する成分と，それよりやや遅い2X 108cm/ sccを持つ成分を得た。以上の結果
から，高密度においても散乱なしに励起子ーボラリトンとして伝播する機構と，散乱し合いながら伝播す
る機構が共存して存在することが明らかになった。
さらに著者は，試料上に空間的に分離して2光東を入射させると，一方の励起スポット位置で牛成され
た高密度励起子による非線形分傾が，他方の励起位置までコヒーレントに伝播し.ある需度の闇値をもっ
て縮退四光波出合光を発生することを初めて明らかにした。この入射2光東パルスの時間相関より，仲.相
を保ち伝播する高2晶Z度励起チ成分の伝播速度が，励起子ーポラリトンの群速度とほぼ同じ値にであること
も見出した。
以上の結果から，高密度下においては，励起子間相互作用が遷移エネルギーを高エネルギー側にシフト
させ，励起了'ポラリトンが位相を揃えた.集団運動をすることを明らかにし，新しい高密度励起子ーポラ
リトン凝縮相の存在の可能性を示した。
以上の結果は高密度励起子および励起子ーポラリトンの運動量及び‘実空間における凝縮相に関して新し
い知見をもたらしたものであり，本論文は博士(理学)の学位に値すると審査した。
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